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るい蛍光が検出されるようになる（図 1c）。 増強電磁場が生成されることで、 
2 光子吸収が起こりやすくなるのではないかと考え、この試料を調べた。                                                                                                                                               
RhodamineB と金イオンを含む記録材料に 1064nm の光を集光し照射すると
オレンジ色に蛍光し、蛍光強度と励起光強度の関係は約 2 乗の関係となった。図 1 蛍光の変化のメカニズム  





特定できた（図 3）。これは、散乱体を不均一に分散させた RhodamineB と金イオンを含む記録材料の多重
散乱光による記録と読み出しが 1 光子吸収で可能であることを示している。 
          
図2 励起光強度と蛍光強度の関係        図3 入射角と蛍光強度の関係 
